
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.27    2023 年 9 月 22 日 

フォーラム青森 

〒030-0802 

  青森市本町 3 丁目 3 番 11 号 

      青森県平和労組会議気付 
forum-ao2021@outlook.jp 

    080-5413-2848（事務所専用 TEL） 

  

 

■９月 30 日（土）10：00～ 

  県フォーラム青森幹事会 沖舘市民センター 

■10 月 14 日（土）16：30～ 

  社民フォーラム議員団学習交流会 自治労県本部 

  議題「2024 年物流問題について」 

  ※小笠原大佑県議・杉浦弘樹むつ市議も出席 

■11 月 19 日（日）13：30～ 

  逢坂誠二衆議院議員「講演学習会」  

               ローフク会館４Ｆ 

 

 

７
月
２７
日
に
青
森
沖
館
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
員

団
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。 

当
日
は
４
名
の
議
員
が
出
席
し
、
次

の
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
太
田
十
和
田

市
議
は
視
察
、
久
慈
十
和
田
市
議
・
蛯

名
青
森
市
議
は
集
会
等
で
欠
席
） 

役
員
構
成
で
は
団
長
に
藤
田
青
森
市

議
が
、
副
団
長
に
山
名
八
戸
市
議
・
事

務
局
長
に
赤
平
弘
前
市
議
が
つ
い
た
。 

ま
た
、
議
員
団
運
営
会
費
は
青
森
・

八
戸
・
弘
前
は
年
間
１
万
円
、
そ
の
他

の
市
議
は
５
千
円
、
町
村
議
員
は
３
千

円
と
し
ま
し
た
。 

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
年
間
３

～
４
回
の
学
習
交
流
会
を
開
催
し
、
小

笠
原
県
議
に
も
参
加
を
要
請
す
る
こ
と

に
し
た
。 

 

第
一
回
の
学
習
交
流
会
を
１０
月
１４

日
に
開
催
し
「
２４
年
問
題
」
に
つ
い

て
青
森
県
交
運
労
協
か
ら
問
題
提
起
を

受
け
物
流
に
つ
い
て
学
習
し
、
議
会
交

流
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
終
わ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
斎
藤
憲
雄
） 

 

９
月
議
会
に
臨
む
議
員
団 

●
青
森
市
議
会
（
藤
田
誠
） 

 

支
所
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
施
設
環
境

に
つ
い
て
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
の
取
組
に
つ
い
て
／
公
立
病
院
の

統
合
に
つ
い
て
／
市
長
公
約
に
つ
い
て 

    

    講演する枝野衆議院議員 

①
職
員
が
の
び
の
び
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
②
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
つ
い
て 

●
青
森
市
議
会
（
蛯
名
和
子
） 

 

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
に
つ

い
て
②
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
③
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い
て
／
青
森

県
と
青
森
市
に
よ
る
共
同
経
営
・
統
合

新
病
院
に
つ
い
て
／
青
森
市
民
美
術
展

示
館
に
つ
い
て 

●
弘
前
市
議
会
（
赤
平
泰
衛
） 

 

市
職
員
の
賃
金
改
善
に
つ
い
て
①
一

般
行
政
職
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
②
現

業
職
員
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
③
会
計

年
度
任
用
職
員
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て

／
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
「
市
道
路
損

傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
試
験
導
入
に

つ
い
て
／
他
部
局
で
の
自
動
応
答
シ
ス

テ
ム
の
活
用
の
展
望
に
つ
い
て 

●
八
戸
市
議
会
（
山
名
文
世
） 

 

根
城
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
①
地
権
者
の
訴
え
に
つ
い
て
②
建

築
基
準
に
つ
い
て
（
隣
地
に
対
す
る
家

屋
の
建
築
基
準
法
違
反
と
指
摘
す
る
要

因
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
違
反
の
放

置
理
由
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
違
反

に
関
す
る
是
正
勧
告
の
期
限
と
罰
則
に

つ
い
て
）
③
建
築
確
認
及
び
敷
地
境
界

か
ら
の
は
な
れ
に
つ
い
て
／
Ｊ
Ｒ
八
戸

線
に
つ
い
て
（
令
和
６
年
度
重
点
事
業 

 

要
望
書
に
つ
い
て
／
当
市
に
お
け
る
各

種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
状
及
び
現

場
の
対
応
に
つ
い
て 

●
十
和
田
市
議
会
（
太
田
正
幸
） 

 

▼
街
路
樹
の
伐
採
に
つ
い
て
①
伐
採

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
②
伐
採
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
③
伐
採
し
た
本
数
分

植
樹
で
き
な
い
か 

 

▼
生
涯
学
習
講
座
の
運
用
に
つ
い
て

①
受
講
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
②
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
で
き
な
い
か 

 

▼
市
役
所
職
員
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
①
職
員
の
応
募
者
数
な
ど
の
推
移
に

つ
い
て
②
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て 

 

▼
防
犯
対
策
に
つ
い
て
①
刑
法
犯
件

数
の
推
移
に
つ
い
て
②
防
犯
カ
メ
ラ
を

増
設
で
き
な
い
か 

●
十
和
田
市
議
会
（
久
慈
年
和
） 

 

▼
小
中
学
校
の
水
泳
実
技
指
導
に
つ

い
て
①
水
泳
指
導
の
意
義
は
②
各
校
の

プ
ー
ル
使
用
・
活
用
の
現
状
は 

 

▼
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ

い
て
①
小
中
学
校
の
教
員
の
充
足
率
は

②
教
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
教
員
業
務
支
援
員
と
は
③
教
員
業

務
支
援
員
の
増
員
の
計
画
は 

 

▼
三
本
木
霊
園
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
①
２
０
２
２
年
度
の
募
集
数
と
応
募

数
は
②
２
０
２
３
年
度
の
募
集
数
と
応

募
数
は 

 

▼
合
葬
墓
運
営
の
指
針
に
つ
い
て
①

初
年
度
の
公
募
目
標
数
は
②
使
用
料
金

の
設
定
は
③
生
前
予
約
の
募
集
は 

 

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

①
２
０
２
３
年
８
月
末
現
在
の
カ
ー
ド 

取
得
者
数
は
②
カ
ー
ド
総
点
検
の
中
間 

報
告
の
状
況
は 

 

【
各
自
治
体
・
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
要
旨
を
掲
載
し
ま
し
た
】 

 

※
昨
年
８
月
に
埋
め
込
ん
だ
チ
タ
ン
プ

レ
ー
ト
の
摘
出
手
術
と
、
パ
ソ
コ
ン
が

言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
た
た
め
、

８
月
号
を
見
送
り
、
９
月
号
も
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
定
期
発
行
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

下
北
支
部
か
ら
は
毎
月
ニ
ュ
ー
ス
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
も
是
非
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
佐
藤
） 

       

mailto:forum-ao2021@outlook.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 属 団 体 氏   名 

青森県原水禁   今村  修 

大間原発地主の会   芳賀  作 

チェル支援ネット   山本 浩蔵 

十和田市職労   坂上 孝司 

八戸市職労   鶴飼 弘美 

八戸市職労   天間 昭悦 

～被爆 78周年原水禁世界大会 

（広島大会） に参加して～ 

        平和労組上十三下北事務局長 

        十和田市職労  坂上 孝司 

 広島駅に到着し強い日差しを浴びながら駅前の

大きな川の橋を渡り、川沿いの整備された歩道を

歩きホテルに向かいました。目に映る景色は、河

川沿いの平地に、広島独自の都市景観を形成して

いる緑豊かな美しい街並みでした。 

 ホテルに荷物を預けてから、集合場所である原

爆ドームに向かいました。元安川の川辺に建つ原

爆ドームが近づくにつれて人が多くなり、外国人

観光客の多さに驚きました。 

 原爆ドームに到着すると、周りでは中高生が炎

天下で核兵器廃絶をめざす街頭署名活動を頑張っ

ていました。この署名は広島と沖縄の中高生が平

和のために何ができるかを考え、2008 年に始ま

り集めた署名は国連関係者に届けられているそう

です。 

 署名をしてから原爆ドームを見ました。鉄柵の

中に、ほぼ被爆した当時の姿のまま建ち続ける原

爆ドームは、原爆のすさまじさを物語っており、

物言わぬ力強い無言のメッセージを発しているよ

うに感じました。その後、被爆 78 周年原水爆禁

止世界大会の開会総会の前に、平和記念公園から

開会総会会場に向けた「折鶴平和行進」が行われ

ました。    

 総会では６歳の時に被爆した桑本勝子さんの話

を伺いました。「原子爆弾が投下された日は、警

報が鳴り多くの人が避難していたが解除された。

その後、Ｂ29 が原子爆弾を投下したときは警報

が鳴らなかった。もし警報が鳴っていればたくさ

んの人たちが避難できたのに」と話していまし

た。また、爆発の瞬間の温度は約 4000 度とな

り、原爆で大やけどをした人たちが水を求めて川

に集まり、水を一口飲んで次々に亡くなったそう

です。被爆者から直接証言を聞ける貴重な体験で

した。 

 ２日目の午前は分科会に参加しました。午後は

広島平和記念資料館を見学しましたが、入口から

長い列ができていて、館内も非常に混雑していま

した。展示物をじっくり見ることはかないません

でしたが、数え切れない人々の命の重さを感じ、

原爆による被害の様子や、遺品や資料を見てとて

も衝撃で言葉が出ませんでした。 

 

 ３日目は広島市「原爆死没者慰霊式並びに平和

祈念式」（平和記念式典）に参列しました。

1945 年８月６日人類史上初の原子爆弾が広島に

投下されました。大量破壊、大量殺りくが瞬時

に、無差別に引き起こされた日です。 

 式典には過去最多の 111 ヵ国の代表ら合わせ

て約５万人が参列し、原爆投下時刻の午前８時

15 分に参列者全員で１分間の黙とうをささげま

した。この瞬間、式典に集まった大勢の空気が静

まり返り、人の存在感が消えました。平和な世界

を願い、戦没者に対して静かに手を合わせまし

た。平和への思いを強く感じた式典でした。 

 広島の地で、被爆者からは原爆や戦争がもたら

す悲惨さを学びました。若い世代の人からは平和

への願いを強く感じ、たくさんの思いが次世代へ

引き継がれている気がしました。 

 この多くの体験や自分が受けとったメッセージ

を持ち帰り、県内での取り組みに生かしていきた

いです。最後に、広島で行われる平和記念式典で

は、こども代表が読み上げる「平和への誓い」と

いう取り組みが行われています。地元の小学校６

年生米廣朋留さん、勝岡英玲奈さんが述べた「平

和への誓い」の文章の一部を紹介して終わりたい

と思います。 

「平和への誓い」 

 たった一発の爆弾により、一瞬にして広島のま

ちは破壊され、悲しみで埋め尽くされました。…

「なぜ、自分は生き残ったのか。」仲間を失った

私の曽祖父は、そう言って自分を責めました。 

 …原子爆弾は、生き延びた人々にも心に深い傷

を負わせ、生きていくことへの苦しみを与え続け

たのです。 

 …あれから 78 年が経ちました。今の広島は緑

豊かで笑顔あふれるまちとなりました。「生き残

ってくれてありがとう。」命をつないでくれたか

らこそ、今、私たちは生きています。 

 

原水禁広島大会・青森県参加者 



 


